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日本山岳文化学会 （文科省傘下学術研究団体） ２００３年設立 （正会員）

・ 設立から１０年間＝評議員

総合人間学会 （文科省傘下学術研究団体） ２００６年設立 （正会員）

設備建築士 （国交省：建築士法） １９８６年（昭和６１年）新設

現在の国家資格偏差値ランキング：
＝国家公務員７７（超難関）、技術士７０（難関）、技術士補６０、建築設備士５８（普通）

第１回試験合格（１番目合格）

受験者数＝９，１１２名
合格者数＝１，２６１名
合格率 ＝１３．８％
講習会取得者数

＝７，４３４名
受験資格（現在は大卒経験2年）

・大卒経験８年以上
・高卒経験１２年以上
・その他経験１５年以上

１次試験＝学科、法規
・建築50％、機械35％、電気15％

２次試験＝計画、製図
×３次試験＝面接（現在無し）



横浜港シンボルタワー神奈川県立歴史博物館

かながわアートホール金沢シーサイドライン本社＆車輌基地



◆ 青春のヒマラヤに学ぶ （2001年） 文芸社

◆ 頂のかなたに （2003年） 日本文学館

・ 若き日の山々 （2014年）

・ 老いの道標 （2014年）

登山の総合人間学 （2015年） 国立国会図書館蔵書

登山の生態分類 （学） （2016年） 国立国会図書館蔵書

山の空気 森のざわめき （2017年） 国立国会図書館蔵書

・ 山と美の終焉 （2017年） 国立国会図書館蔵書

・ 雑学 日本文明物語 （2018年６月） 国立国会図書館蔵書

・ 烏尾山仲尾根物語 （2018年７月）

・ 丹沢山麓 山岳文化集 ❶ ❷ ❸ （2018年12月） 国立国会図書館蔵書

（ISBN番号）



国立国会図書館蔵書 詳細情報



『日 本 文 明 物 語』 構 想 の 動 機

１．中村純二先生＝東京大学名誉教授の論文 『三輪山と国の始
まり』 （2017年日本山岳文化学会論集）で、「天皇系図」をＰＣで作成。
各々の天皇につき、確認作業で内容に踏み込み、興味を持つ。

・ 奥様（あや） は、金森徳次郎＝憲法担当国務大臣の次女。

２．自分探しの旅
・ 生誕地相模國第四之宮神社の祭神＝ウジノワキイラッコ

（15代応神天皇の第6皇子） と、神社の15菊花紋章（天皇家は16菊花

紋）への疑問から、天皇への関心が広がる。（古代イスラエル）

・ 集団に馴染まない性格は、何に由来するのかの疑問。
・ 幼少期から、いつも天から見透かされている感覚があり、完

全（総合、統合）でないと不安にかられた。（救われたのが登山体験）

・ 完全なイメージは、球体にありそうな感覚→高校の卒業文集に書く

３．鈴木弥栄男氏との出会い→上記、中村先生のﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ講演会
・ トインビー 『図解 歴史の研究』 対訳書の「文明整理」を参照。



中 村 純 二 先 生 （95歳） と あ や 様 （90歳）

< 2018年 >

<2019.2.21>



鎖につなぎ、置き去りにした１５頭の南極犬
< 幻の 第二次越冬隊 >

宗谷に帰還するビバー機内から中村先生撮影



< 第三次隊が再会 >

生きていた タロ （奥） と ジロ （手前）



タ ロ （左） 、中 村 先 生 、ジ ロ （右）
第三次越冬（白瀬氷河上流：奥氷河岳270m）



電 気 脳 から解く

複 素 的 世 界 認 識

ヒトの認識は全て・・・

５感信号による・・・イメージ！



考 え る 上 で の 基 礎 事 項 －１
量 子 物 理 学 か ら

観測により、目に見え、数える、ことができる物質的存在は、
宇宙総体のたった５％未満。（科学的証明の限界）

９５％以上はダークマター（暗黒物質、暗黒エネルギーで、まだ分からない）

相対性理論から、観測者の視点の違いにより、空間的・時間的な結果は異なる。

客観的とは ＝ いかなる観測者（見る）によっても、同じ結果を得る ＝ 事実の普遍性

主観的とは ＝ 一人の観測者（見る）が得る結果で、必ずしも他の観測者が、
同じ結果を得られるとは限らない ＝ 事実の断片性（デジタリック）

※ ビッグデータ活用時代 → 断片情報のフラクタル性（相似）から全体像を再構成

認 識 とは ＝ 人間の意識は、５感による入力信号により、脳内でイメージ事象を形成
し、認識となる。 その時間は最大で ０．５秒 遅れる。

ベンジャミン・リベット 『マインド・タイム』 （脳と意識の時間を発表）

複素的世認識 ＝ 実数＋虚数 ＝ 実物世界（客観的） ＋ 感性世界（主観的）



考 え る 上 で の 基 礎 事 項 －２
分 子 生 物 学 か ら ～ 淀 み 理 論

生体を構成している分子は環境からやってきて、一時、「淀み」 とし

て私たちの体を作り出し、次の瞬間にはまた環境へと解き放たれる。

環境は常に私たちの身体を通り抜けている 「流れ」 そのものであり、

その 「流れ」 自体が 「生きている」 ということになる。

「生命」 とは、「動的な平衡状態にあるシステム」 である。

シェーン・ハイマーが提唱 ➡ 「動的な平衡」：福岡伸一

動的平衡理論から、分子によって作られる物質は、絶えず空間的・時間的な流れの中で、

代謝 を繰り返し変容している。 だから人間は、次世代への引継ぎ （代謝） が大切！！

生命とは ＝ 環境の中で、代謝 を続けながら継続を保つ状態

生きるとは ＝ 環境の流れの中で、淀みの個体として運動すること
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エンコード（符号化） デコード（復号化）

アナログ信号
連続性＝日常の自然

デジタル信号
瞬時を人工信号化

全てプロトコル（定義）
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アナログ信号＝因果関係
デジタル信号＝因果なし



アナログ → デジタル変換 デジタル → アナログ変換
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複 素 的 思 考 法 の 相 転 移 （例＝登山）

形而上 ＝ 抽象 ＝ 概念 ＝ 意識 （見えないもの）

形而下 ＝ 具象 ＝ 実態 ＝ 現実 （見えるもの）



【 文 明 ・文 化・意識 の ベクトル解釈 】

１．文明とは → 実相世界（進み位相）＝Ｘ

◆ 広域生活技術と規範
◆ 普遍性 → 都市、産業、科学、技術、法典、etc
◆ 可視的 → 物質性進化の一方向性

２．文化とは → 実相世界（遅れ位相）＝（ｉ）Ｙ

◆ 特定価値の生活様態
◆ 多様性 → 宗教、思想、美（心）、様々な価値様態
◆ 文明制御 → 文明より遅れ位相、文明価値のﾊﾞｲｱｽ制御

３．意識とは → 虚相世界＝（ｉ）Ｚ

◆ 意識の結像 → ﾆｭｰﾗﾙﾈｯﾄﾜｰｸ上の信号形象（虚像）
※ 知覚は最大で0.5 秒遅れる 『マインド・タイム』ベンジャミン・リベット

◆ 脳機能 → 信号処理、判断、命令、保存・上書、創発
◆ 複素的認識統合 ＝Σ[ 文明 ×（ｉ）文化＋（ｉ）意識 ]

＝ Σ[Ｘ・（ｉ）Ｙ＋（ｉ）Ｚ]



【 複 素 表 現 の 例 ＝ 総合 ← 相補性 】

光 → 粒子の性質 ＋(i) 波動の性質

可 視 → 見える（光反射） ＋(i) 見えない（光吸収）

信 号 → デジタル（離散）＋(i) アナログ（連続）

思 考 → 客観的思考 ＋(i) 主観的思考

学 問 → 理系（論理→実証）＋(i) 文系（抽象→物語性）

論 理 → ２進法（ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ）＋(i) 60進法（算盤）

技 術 → ハードウエア ＋(i) ソフトウエア

宗 教 → 一神教（２元論） ＋(i) 多神教（多元論）

社 会 → 文明（生活普遍性）＋(i) 文化（生活多様性）



現 世 人 類

ホモ・サピエンス の 変 遷 と

文 明 展 開



ホモ・サピエンスの誕生（約２０万年前～アフリカ）

５万年

５万年前

５万年



【 第１段階 ホモ・サピエンスの世界展開 】

１．ホモ・サピエンス（現生人類の祖）
・約２０万年前にアフリカに誕生
・約 ６万年前にアフリカを出立～アラビア半島～中東へ
・途上でネアンデルタール人、デニソア人と交雑

（次頁参照 → 身体的な強さを補強）

・道具の発明 → ① 縫い針（毛皮）～シベリア踏破
② 丸木舟（渡航）～海洋渡航

２．西側（ヨーロッパ）への展開 → コーカソイド（騎馬系）

３．東側（アジア）への展開 → モンゴロイド（海・農系）

４．東南側（オーストラリア）への展開 → オーストラロイド

５．日本列島へ到達 → 縄文人となる（Ｙ染色体Ｄ系統）

❶ 約４～２．５万年前 → 台湾～琉球列島～九州（閤蔑族）

❷ 〃 → 朝鮮半島～九州（安曇族）
❸ 約２万年前 → シベリア～サハリン～北海道（毛族）



ホ モ ・ サ ピ エ ン ス と 他 原 人 と の 交 雑 と 展 開



【 第２段階 古 代 文 明 の 世 界 展 開 】

１．古代文明は、ウバイド→シュメール→メソポタミアの地で
BC5,500～BC3,000頃発祥し、BC3,000頃からウラル山脈～
コーカサス山脈はさんで、東 / 西 へ拡散

２．西側（ヨーロッパ）への展開は → コーカソイド
アーリア系が主体 → 自然分析（一神教徒、無神論者）
特徴 ・屈折語（文法構造＝インド・ヨーロッパ語族）

・二元論（2進法＝分析・科学）
・戦争、略奪、交易、騎馬 ～ 移動
・狩猟、牧畜、農耕（内陸） ～ 定住→城塞都市

３．東側への展開は（アジア） → モンゴロイド
スメル系が主体 → 自然崇拝（多神教、崇拝）
特徴 ・膠着語（接頭語、接尾語で構造＝日本・朝鮮・モンゴル等）

孤立語（一語一形態＝シナ・チベット等）

・多元論（60進法）、多神教、自然・人物崇拝
・農耕（川沿平野）、漁労（海辺）、村落定住、交易



ＢＣ４，０００年 頃 世界の農耕社会分布

複合的農耕社会
（首長制社会）
ウバイド文明

定住農耕民
定住農耕文化

定住農耕民
定住農耕文化

狩猟採集民

狩猟採集民

狩猟採集民

狩猟採集民

狩猟採集民



ＢＣ２，０００年 頃 世界の社会分布

都市化社会 シュメール文明（ウル王国）
古代エジプト王国、インダス文明、オクサス文明

定住農耕民
定住農耕文化

複合的農耕社会
首長制社会

定住農耕民
定住農耕文化

狩猟採集民

狩猟採集民
狩猟採集民

狩猟採集民

狩猟採集民

遊牧蓄民



東アジア展開
３ルート

① 草原の道（北ルート）騎馬系
② オアシスの道（西ルート）騎馬系
③ 海の道（南ルート）海・農系



東アジア展開ルート
の風土（騎馬系）

① 草原の道（北ルート）

② オアシスの道（西ルート）



古 代 ＝ 文 明 ・ 文 化 の 世 界 展 開



【 古代文明の世界展開 －１】 ～ 騎馬系

西側（ヨーロッパ内陸）への展開 → コーカソイド

東側（アジア内陸）への展開 → モンゴロイド

１．高緯度、低温・乾燥気候＝農耕に適さない（北欧）

中緯度、砂漠・乾燥気候＝塩水濃度が高い（地中海、ｼﾙｸﾛｰﾄﾞ）

・石の文明 → 金属を素材とする無機物文明・文化
・生存の文化 → いかに生き残るか（安心領域確保～城塞・鍵）

２．狩猟、牧畜、酪農 ＝ 肉食 ＝ 騎馬民族
・特徴 ＝ 移住生活 → 略奪、殺戮、攻・守
・狩猟技術・武器 ＝ 罠、囮、騙し、殺す

３．２元思考が発達 ＝ ２元論、２進法 → デジタル思考
・プロトコル（定義）文化 ＝ 論理で定義し尽くす
・デジタル思考 ＝ ２元判断（敵/味方、正/反、YES/NO）

曖昧さのない空間プロット（離散的） → 数値、序列
・一神教、科学、コンピュータ等が発達
・思想（論理思考＝〇〇主義、倫理思考＝モラル）



【 古代文明の世界展開－２ 】 ～ 海・農系

東側（南アジア）への展開 → モンゴロイド

１．中緯度、温暖・湿潤気候 ＝ 農耕に適す（南東アジア）

低緯度、高温・多湿気候 ＝ 農耕・漁労に適す（南アジア）

・土の文明 → 土を素材とする有機物文明・文化
・土の文化 → いかに生活を楽しむか（共存共栄～鍵なし）

２．漁労・農耕 ＝ 魚貝・農作物生活 ＝ 海人・農耕民族
・特徴 ＝ 集団定住生活 → 村落・地域 ＝ 共助・扶助
・農耕・漁労技術 ＝ 灌漑、舟

３．多元思考が発達 ＝ 多原論、６０進法 → アナログ思考
・寛容な文化 ＝ 連続的 → 集団化、均質化
・多神（ヒンドウー教、神道＝八百万神、自然崇拝神）

・思想（思念瞑想的＝仏教、論理的＝儒教）

・占星・祈祷、暦・時間（60進法）

・ウバイド精神文明 ＝ 波動的拡散（以心伝心、共鳴、同調）



【 東アジア展開は → 日本列島で習合 】

１.北ルート（シベリア～モンゴル～日本列島）約２万年前

スメル系＝移住～狩猟、採取
・モンゴロイド ～ 毛族 ～ 縄文人

２.西ルート（シルクロード～満州～朝鮮～日本列島）
スメル系＝移住～狩猟、牧畜、騎馬、青銅器、戦争 BC8世紀

・崑崙山脈～スメル系騎馬人～銅鐸族～日本（出雲族）

西ルート（神農～中国～日本列島）BC3世紀頃
スメル系＝定住～農耕、土器、鉄器、交易
・崑崙山脈～中国（神農）～日本（安曇族）～ 縄文人 BC7世紀頃

老若男女と百工（徐福）～ 弥生人 BC219年

３.南ルート（東南アジア沿岸～沖縄～日本列島）BC1,400頃
スメル系閤蔑海人族＝定住～漁労、採取
・ウバイド系海人族（ヘイ、タチバナ、ワタツミ）～ 縄文人

４．習合の結果 → 天皇家を 国体 とした「和合国家」に収斂
・政体 （統治者）を分離し、天皇、武家、市民、が担う



天皇の系図ー１ （神武天皇～景行天皇）



天皇の系図ー２ （景行天皇～継体天皇）



天皇の系図ー３ （継体天皇～天智天皇）



【 日 本 列 島 で 習 合 の 結 果 】

① 天皇を中心とし、日本列島に収斂
・神武天皇（海人系）初代 ～ 平成天皇（騎馬系）＝125代

② 国譲りにより護国体制確立（第１回天孫降臨）騎馬系

・第９代＝開化天皇（海人系）から
第１０代＝崇神天応（騎馬系）へ国譲り＝ 護国体制確立

・政体＝騎馬系（天皇）と、国体＝海人系（皇后）に分離
政体＝権力≒軍事力→天皇、武家、国民→戦後民主主義
国体＝民族をまとめる思想の中核→戦後の象徴天皇

③ 八幡大神体制確立（第２回天孫降臨）騎馬系

・第１５代＝応神天皇（騎馬系）＝ 現・皇統の始祖
・全国に八幡神社普及～八幡神社は→戦の神

④ 聖徳太子の改革
・律令政体（１７憲法条）和を以て貴しとなす
・国体護持（神仏習合＝神道・儒教・仏教＝日本教確立）

日本の
特殊性

← （落合莞爾・説）



西側へ展開した白人（騎馬系） ・・・・・ 一神教・二元論の世界制覇



一神教と二元論の世界制覇（騎馬系）

多元論と多神教文明を征服（海農系）

・ 1.096年～1,291年 十字軍遠征 → 中東・アラビア

・ 16世紀 スペイン → 中南米原住民（インディオス）

・ 1,600年 イギリス → 東インド会社設立（インド～中国）

・ 1,602年 オランダ → 東インド会社設立（東南アジア）

・ 1,620年～1,890年 清教徒、アメリカ入植 → 
北米原住民（インディアン） → 西海岸へ至る

・ 1,840年 アヘン戦争 → イギリス VS 清（中国）

・ 1,853年 ペリー（米）浦賀来航 → 日米和親条約

・ 1,941年～45年 太平洋戦争→地球周回～日本終息



一 神 教 と 二 元 論 の 世 界 制 覇

太 平 洋 戦 争（ワンワールド） の 見 直 し 理 解

『日米戦争を起こしたのは誰か』・・・ 藤井・稲村・茂木＝勉誠出版

『フーヴァー大統領回顧録」 ～ 「ヤルタ会談」 ～ 「ポツダム宣言」

① ルーズベルト＝アメリカ32代大統領の野望
※ オレンジプラン＝海軍の対日作戦、 ニューディール政策失敗の脱却

② チャーチル（英国）＝バランス外交から逸脱、米国参戦促す

③ スターリン（ソ連）＝共産主義の世界覇権野望 （漁夫の利）

④ 蒋介石（中華民国）＝中華民国 VS 中華人民共和国 ← 内戦支援

⑤ ワンワールド勢力＝連合国軍を形成（プロテスタント教国化）

※ フリーメイソン ＝ ルーズベルト 、トルーマン 、マカーサー 、チャーチル

⑥ 追い詰められた日本外交＝政府・軍部・天皇 (天皇とワンワールド)



一神教と二元論の世界制覇の結果

多元論と多神教文明＝日本から世界へ再発信

・ 1,941年～45年 太平洋戦争→地球周回～日本終息

・ 1,946年 日本国憲法公布 （人類の理想規範）

① アメリカの押付け憲法・・・・・戦後教育（GHQ プレス・コード）

② フランス革命（自由・平等・博愛）を参考とし、日本文明の英知
を結集した成果・・・・金森徳次郎全集 ＆ 私の理解

③ 日本を独立国として見れば・・・・・憲法の一部改正を要す
※ しかし、二元論世界の一員たる立場からの理解となる

④ 日本文明から世界思想の発信・・・・・憲法趣意を世界へ波及
※ 多元論世界の中核たる立場から、世界へ発信（波動）
※ 多元論 → 複素思考（現実＋理想＝多次元）への昇華が必要



世界の歴史ー１ （ＢＣ５万年～ＢＣ４９０年）



世界の歴史ー２ （ＢＣ４９０年～ＡＤ４００年）



世 界 の 歴 史 ー ３ （ ４ ０ ０ 年 ～ ７ ５ ８ 年 ）



世界の歴史ー４ （７５８年～１，３００年）



世界の歴史ー５ （１，３００年～１，６５４年）



世界の歴史ー６ （１，６５４年～１，９１７年）



世界の歴史ー７ （１，９１７年～２，０１８年）



【日 本 習 合 （和合） → の ま と め 】

１．聖徳太子 → １７条憲法 （６０４年）

◆ 和（ヤワラギ）を以って貴しと為し、
忤（サカ）ふること無きを宗とせよ。

２．日本国憲法（１９４６年１１月３日公布） ←二面性を理解
◆ 国民主権、基本的人権の尊重、平和主義、天皇制

天皇＝君主（世襲）でありなが統治せず国民の象徴 ← 国体の軸

◆ 前文、９条 → 戦争放棄（世界唯一）
◆ 前文は、人類普遍の原理と崇高な理想を示す
◆ 憲法の二面性 ← 人類憲法 ＆ 独立国憲法 ～ ２面性

３．日本から世界へ・・・波動的伝搬を！
◆ 複素的人類総和認識の普及

＝[ 実相世界＋(i)虚相世界 ]・ｔ（時間）～ 次元
・実相世界 → 文明・文化の可視的活動世界（物質）
・虚相世界 → 意識の不可視的抽象世界（脳機能）

（文化の面） （文明の面）

（文明と文化の２面）



現 生 人 類 の 段 階 的 進 化

ホモ・サピエンス・イネプトウス（自然環境や食料、従来の知恵や幸せに適応しない

新人類）

１） ホモ・サピエンス ＝ 賢い（考える）人間 （考える人）
◆人間は考える葦である・・・フランスの思想家パスカルの言葉 （パンセー）

◆ 幸福感、充足感、充実感 ～ 価値観

２） ホモ・ファーベル ＝ 物を作る人間 （文明人）
◆ 道具を作り、生活を豊かにさせる （衣・食・住 ➡ 都市生活） ＝ 日常
◆ 山岳施設整備 ➡ 非日常的環境（自然）を日常性の中に組み込む

３） ホモ・ルーデンス ＝ 遊戯（遊ぶ）人間 （文化人）
◆ オランダの歴史家・・・ヨハン・ホイジンガ、1938年発表 （1971和訳版）

◆ 登山、山岳スポーツ、ハイキング ～ 健康運動、運動競技、知的遊び

４） ホモ・エコノミクス ＝ 経済合理主義的人間 （経済人）
◆ 経済の出発 ＝ 経世済民 ➡ 資本独占（私利私欲） ➡ トランプ現象

経世済民 ＝ 中国のことわざ ➡ 世を経（おさめ）、民を済（すくう）ＡＩ



< 民主主義の始まり >
1,789～1,799年 フランス革命により、絶対君主制（王）

が崩壊し、国民主権の共和制国家が確立される

君主制 ＝君主（世襲）は政治権力を持つが、制限もある

（君主） → 王＝イギリス、皇帝＝旧・中国、旧・ロシア、天皇＝日本

①絶対君主制・・・・・・君主が全てに優越した権限をもつ
②立憲君主制・・・・・・憲法に制約されるが、君主は議会や

内閣より優越した権限をもつ
③議会主義君主制・・議会や内閣が君主に優越した権限保持

※ 戦後日本天皇制 ＝ 君臨すれど統治せず～天皇は国民の象徴

象徴天皇と国民主権 ＝天皇が「国体」、国民が「政体」

共和制＝君主たる存在を認めない体制 ～国民主権
・アメリカ、フランス、ドイツ、etc

・第二次世界大戦後に独立した多くの国



国民 単一民族

多民族

交雑～混血 → 新民族

領土 国境 特定＝独立国家

国 家（国境） の意味するところ ＝ 国民 と 領土

国 家

構成員
（国体）

統治者
（政体）

・民主主義＝統治者（政治権力）が構成員（国民）から選出
※ 1,789～1,799年：フランス革命以降「国民主権＝国家」が増す

・権威主義＝独裁政治～個人や一党が絶対的権力独占
専制政治～支配者が独断で思いのまま権力行使

※ 形を変えがら、現在も無くならない

・全体主義＝個人の全てが全体に従属する思想・政治体制
※ 戦時体制下における軍国主義等

・その他＝以上に含まれないもの

ヒト
（個）



ＥＵ(European Union)＝ 欧州連合 ～ 国境を自由化

共和制
連邦共和制

議会制
民主主義

国 民

統治体制
構成者
（国体）

統治者
（政体）

君 主
国民代表

国民代表

議会制
立憲民主主義

王 族
国 民

立憲
君主制

君主制
君主＝
国 王

絶対君主制
王 族
国 民

専制
独裁主義

絶対者
国 民

絶対制
独裁制

絶対者
独裁者

立憲象徴
天皇制 国民代表

天皇・皇后

国 民
議会制
民主主義

社会体制

フランス
アメリカ
ロシア

イギリス
ニュージー

ランド

サウジアラ
ビア

象徴天皇
日本

国家主席
（皇帝）

権力
集中制

一党集中制
（儒教思想）

国 民
（皇帝）

中国
（北朝鮮）

ベネズエラ
（ドイツ＝
ヒトラー）

該当国



パワーバランス

Ａ

ＢＣ

Ａ

Ｂ

パワー
バランス

戦 争

独立国の相互バランス 勝者は帝国を目指す

二 元 対 立多 元 均 衡

戦 争

敗者の歴史は改ざん戦力・経済力均衡を要す

和

解

学

核

経済力



文 化

Ａ

ＢＣ

Ａ

Ｂ

勝 敗

序 列

階 層相 補

文 明

優者の幸福＝差別、優劣

生
き
る

（一
方
向
性
）

心の幸福＝感受性・思索・欲求

調 和 （幸福→希望） 絶対者➡（神）

三権分立
じゃんけん

デジタル性
（散逸思考）

アナログ性
（循環思考）

かもめのジョナサン星の王子さま

正規分布

死

生 ⇦抵抗の美学（自己主張）（自己消滅）同化の美学➡

（６
０
進

法
）

（２
進

法
）

（多様な享受・価値） （進化の一方向性）

相 対



三 権 分 立 の 危 機

ＢＣ

Ａ

Ｂ

相互
チェック
不可

権 力 独 裁
権力のアンバランス 情報操作（ポピュリズム化）

Ｂ ＝ 少数切り捨てＡ ＝ 権力の独走

忖度の横行 情報操作（帝国化）

Ａ 相

対

性

相

補

性



和 解 学

◆ 地域特有の歴史的空間を意識し、
政府と社会集団が入りまじって、
異なる次元を超えて展開される歴史問題に、
解決の方向性を与えようとするもの。

◆ 法的論理（国際法）と心的救済の『正義』は、
ずれている
正義は複数存在する～優越を競わず～議論し続ける

◆ 異なる次元での対立は、
それらを包摂する 大きな論理 が必要

◆ 和解学は、
薄れてしまった市民社会のつながりを、
人工的に再生する取り組み

※ 一方の代弁者とならず～総合的理解を深める＝ 複素的理解

朝日新聞2019.02.27朝刊掲載
早稲田大学教授＝浅野豊美



大 き な 論 理

◆ ヘーゲル「弁証法」の復活

・「正論 → 反論 → 合意形成」による総合 ～ アナログ思考

・デジタル思考（２元論）からは、合意形成過程が削除

「正 / 反」、「YES / NO」、「１ / ０」← １局面でのデジタル性

（場面、場面の局所判断は、複層面がもっている総合概念を見失う）

◆ 複素認識 → 総合概念

・複素認識＝現実認識（現実社会）＋(i)人の意識（見えない脳内）

◆ 地球は、宇宙に拡散している 分子の淀み

文明・文化を総合理解
（複素認識）

（代謝のアナロ性） （離散的なデジタ性）







人 間 工 学 の始まり ～ 古代ギリシャ

◆ ホモ・サピエンスは道具を発明し、道具を用いて労働の効率を上げ、
仕事の最適化を図ってきた。～ 心身が変異

◆ 道具には増幅作用があり、人力をはるかに超えた効果を発揮する。
◆ 人間工学の初め → ｷﾞﾘｼｬの哲学者＝ﾋﾎﾟｸﾗﾃｽ(BC460～370)病院について

道具を使った増幅作用（ハードウエア①からソフトウエア②③へ移行）
① 力（パワー）・・・機械力（エンジン、車輪、歯車、滑車）
② 記憶・判断力・・・コンピュータ（ＣＰＵ）、人工知能（ＡＩ）
③ 情報伝搬力 ・・・波 動（光、電波、音波、振動波）

・・ＳＮＳ（インターネットウエブ）

道具の最適化と効果
① 最適化（ﾏｯﾁﾝｸﾞﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ）・・最大効果 ＝ 核利用（原子力利用）
② 最不適格（ﾐｽﾏｯﾁﾝｸﾞ） ・・最大被害 ＝ 核破壊（爆弾、ﾒﾙﾄﾀﾞｳﾝ）

① 職場の要求・・・・技能

② 労働環境 ・・・・各種の労働リスク

③ 人体の能力と欲求・・バランス＝能力 / 欲求 ＝ 結果

④ 生産性 ・・・・最適化＝経済効率、環境適用、能力

人
間
工
学

『サピエンス異変』
ヴァイバー・クリガン著



デ ジ タ ル テ ク ノ ロ ジ ー

◆ 非連続・離散・間欠なデジタル信号は、連続性因果関係を含まない
・原因＝過去と結果 ＝ 現在＆未来は、プログラムによって決まる
・仏教の「因果応報」＝ 生前の行いが、死後世界の根拠と限らない
・一神教の神との契約 ＝ 聖書やコーランは、一種のプロトコル
・儒教の五常（仁・義・礼・智・信）、五倫（父子・君臣・夫婦・
長幼・朋友）、六経（易・書・詩・礼・楽・春秋）もプロトコル

◆ 複雑な問題を分解して単純化 ＝ ２進法（YES / NO）、（1 / 0）
・単純化して組み立て直す ＝ プログラミング
・単純なメッセージは拡散する ＝ ビジュアル（写真・動画）
・抽象力を要さず、感情に直接アピール ＝「イイネ！」
・単純フレーズを繰り返す ＝ 広告、キャンペーン
・真 / 偽の判定が困難＝フェイクニュース、ディスインフォメーション

◆ ネット社会（ＳＮＳ） → ポピュリズム ＆ 情報操作統制社会
・ネット社会は同種同類に固まりやすい＝人をつなげるが、分断もする
・テクノロジーは進化の一方向＝善悪は、人間社会側の問題（文化度）
・ポスト・トウルースの時代＝真実ではなく、感情や信条で判断行動する

（トランプ大統領選出、イギリスのＥＵ離脱国民投票結果 ～ 人間性善説 / 性悪説）



デ ジ タ ル 量 と ポ ピ ュ リ ズ ム

◆ 公表されないビッグデータから、データサイエンティストは傾向を見出

す特定バイアス（価値）をかけ、思考操作で増幅可能＝洗脳、空気（ムード）
デジタル思考は・・・真・偽がバイアス（価値観）によって切り替わる

※ネガティブ・キャンペーン / ポジティブ・キャンペーン

※ビッグデータは監視し、予測し、差別する

◆ アナログ・ジャーナリズム・・・取材＝記者（人）

・裏付け確認～編集～校正～再確認＝それぞれ責任が問われる
・メディア媒体＝紙＝長期保存が可能（文字・図絵）抽象力を要す

◆ デジタル・ジャーナリズム・・・取材＝人・機械（各種センサ）

・いつ、どこで、だれでも（機械も）が発信者となれ、責任を負わない
・映像・音声は抽象力を要さず、その感性に同調し、「イイネ！」を集める
・フェイク（偽）、トルー（真）の見分けが困難
・メディア媒体＝電子記憶は、装置が変わると再生が困難
・フェイクニュースは面白く、共鳴～拡散～炎上しやすい

・デジタル～ターゲット・・・情報の雨で異論・小論をノイズ（雑音）化する
・マイクロ～ターゲット・・・特定したプロパガンダがキャスティングボード

を握る場合もある（小数票のバイアス）

デジタル量（国民投票・イイネ数・クリック数）は、空気のポピュリズムを招く



インターネットの次に来るもの

◆ 未来を決める１２の法則
・デジタル世界 ＝ ビット・情報・ネットワーク上の欲求と、自然の実態が乖離

１．Becoming ビカミング ～ 成るようになる＝自己組織化

２．Cognifying コグニファイング～ 情報を認知化＝ＡＩは社会インフラ

３．Flowing フローイング ～ 情報の流動性＝リアルタイムな判断

４．Screening スクリーニング ～ 画面で読む＝アップデートと参加型文化

５．Accessing アクセシング ～ 分散アクセス＝リアルタイム・オンデマンド

６．Sharing  シェアリング ～ 共有＝フリーソフト、コミューン、コラボ

７．Filtering  フィルタリング ～ 選別＝ゲートキーパー（政府、親、仲介者、信用）

８．Remixing リミクシング ～ 再構築＝メディアリテラシー（複合・混合文化）

９．Interacting インタラクティング ～相互作用＝バーチャルリアリティ（現実・仮想）

１０．Tracking トラッキング ～ 追跡＝自己追跡例（食事、睡眠、運動、健康、ＤＮＡ）

１１．Questioning クエスチョニング～問い・答えを探す＝人間とは何か、宇宙とは何か

１２．Beginning ビギニング ～ 始まっている＝デジタル・カルチャーというプラットホーム

著＝ケヴィン・ケリー
2016年7月：翻訳出版



総 和 に よ る 波 動 的 拡 散 と 宇 宙 的 理 解

総和の工程 ＝ 核心 → 同心円的波及 → 総和と知恵

総和

人

間

の
本

性

人

間

の
価

値

観

個

体

多

様

性

個

体

探

求

心

感 動～共 鳴（イイネ！）～共 振～同 期～調 和～総和～知恵

インターネットとＩＴ技術 →  人類を平準化＝ ロボット化

宇

宙

宇

宙



ホモ・サピエンス の未来

地球の境界を超え → 宇宙に～はばたく！！

◆ デジタル技術・デジタル思考はエントロピーを増大させ、
地球という境界の中では、人類平準化と生命ｴﾈﾙｷﾞｰ
低下をもたらせるが、文明進化手段としては最強な効
果を発揮する。

◆ 人類は、宇宙の流れにおける淀みとして、宇宙を放射的
視野から理解できる、小宇宙な主体性をもっている。

< 小宇宙な主体的・淀み＝文明＆文化 >

◆ 小宇宙な人類主体性は、フラクタル（相似）思考から、
宇宙の概要を理解・把握し、宇宙にはばたける！！



ご 案 内

国立天文台 宇宙４次元シアター鑑賞会



国立天文台（三鷹） 四次元シアター鑑賞会

期 日 ： ３月２７日（水）

場 所 ： 国立天文台 三鷹キャンパス

集 合 ： 13：30までに ～ 国立天文台正門前

時刻＆内容 ：

14：00～14：40 宇宙四次元シアター鑑賞会
14：50～ アインシュタイン塔見学

構内散策＆見学～流れ解散

ご案内 ： 日江井榮二郎・国立天文台名誉教授

（東大山の会～中村純二先生後輩）



国立天文台（三鷹） 四次元シアター鑑賞会



ご 静 聴

あ り が と う ご ざ い ま し た

２０１９年３月８日

田 中 文 夫


